
 

1 

ＪＥＮＥＳＹＳ2.0 カンボジアへの高校生の派遣 

派遣日程 平成 26 年 11 月 10 日（月）～11 月 19 日（水） 

 

 

１． プログラム概要 

本事業は「JENESYS2.0」の一環として、日本の高校生 2校（計 38 名）がカンボジア王国を

訪問し、11 月 10 日から 11 月 19 日までの 9泊 10 日の日程でプログラムを実施しました。 

派遣団は学校交流時におけるプレゼンテーションを通して、「衣・食・住」「音楽」「踊り」

「和の心」について伝統文化とポップカルチャーの両面で日本の魅力を発信しました。１校

は日本の理容・美容を学ぶ高校生が参加し、日本の「カワイイ文化」にテーマを置き、ヘア

アレンジ、メイクアップ、ネイルアートや着付けの実演披露を行いました。カンボジア側か

らも多くの高校生が参加し、自国の魅力について発表を行い、歌や踊りを披露、派遣国の「歴

史文化」と「今」について学ぶ良い機会となりました。その後のホームビジットではグルー

プで現地家庭を訪問し、相互理解を深めました。また、日本人の支援で建てられた孤児院「希

望の家」、日本の民間企業との連携事業を企画する美容院「美・サロン」の視察・交流や、

JICA の ODA サイトおよび青年海外協力隊員の活動の見学を通し、国際社会で活躍するため

の視野を広げるきっかけとしました。報告会では、両国のために自分たちにできる魅力の再

発信について行動計画を発表し、この体験を多くに伝えるとともに、プログラムを通して生

まれた友情をさらに育てていこうとの決意を新たにしました。 

 

２．参加校・人数 

茨城県立取手第一高等学校 21 名（うち、引率教員 2名） 

神奈川県横浜市立横浜商業高等学校別科（理容科・美容科） 21 名（うち、引率教員 2名） 

 

３．訪問地域 

カンボジア プノンペン 

 

４．プログラム目的 

2013 年 1 月 18 日、インドネシア訪問中の安倍総理は、「21 世紀東アジア青少年大交流計画

（JENESYS）」（2007-2012）の後継として、アジア大洋州諸国との間で青少年交流事業

「JENESYS2.0」を外交の重要政策の１つとして実施することを発表しました。 

本事業は、日本経済の再生に向けて、将来の世代を担う青少年に対して、日本に対する潜在

的な関心を増進させ、訪日外国人の増加を図るとともに、クールジャパンを含めた日本の強

みや魅力等の日本ブランド、日本的な「価値」への国際理解を増進させることを目的として

います。 

 

５．日程 

11 月 10 日（月） 

  羽田空港近辺のホテルにて集合、出発前オリエンテーション 
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11 月 11 日（火） 

  カンボジアへ出発、バンコクで乗り継ぎ後、プノンペン国際空港から入国 

11 月 12 日（水） 

カンボジア教育・青少年・スポーツ省表敬訪問、在カンボジア日本国大使館表敬訪

問、市内視察（国立博物館、トゥール・スレン博物館、独立記念塔） 

11 月 13 日（木） 

 学校訪問・交流（プノンペン市内の公立高校） 

・取手第一高等学校：バックトゥック高校訪問 

・横浜商業高等学校別科：プリシソワス高校訪問 

（校内見学、カンボジア生徒によるカンボジアの魅力紹介プレゼンテーション、昼

食交流会、日本の生徒による日本の魅力紹介プレゼンテーション、質疑応答など） 

11 月 14 日（金） 

 学校訪問・交流（プノンペン市内の公立高校） 

・取手第一高等学校：ワットコー高校訪問 

・横浜商業高等学校別科：トルトンポン高校訪問 

（校内見学、授業参加、カンボジア生徒によるカンボジアの魅力紹介プレゼンテー

ション、昼食交流会、日本の生徒による日本の魅力紹介プレゼンテーションなど）、

市内視察（セントラルマーケット） 

11 月 15 日（土） 

市内視察（終日） 

（ワットプノン王宮、シルバーパゴダ、ロシアンマーケット、イオンモール） 

・取手第一高等学校：孤児院「希望の家」訪問 

・横浜商業高等学校別科： 美容院「美・サロン」訪問 

11 月 16 日（日） 

 ホームビジット 

11 月 17 日（月） 

JICA の ODA サイト視察（国立体育教員養成校、プノンペン市内の JICA プロジェク

トサイトへのバスツアー）、ワークショップ、報告会準備 

11 月 18 日（火） 

 報告会、昼食歓送会、バンコクで乗り継ぎ後東京羽田空港へ 

11 月 19 日（水） 

 羽田空港到着、解団 
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６．写真 

11/10 出発前オリエンテーション 

（取手第一高等学校） 

11/10 出発前オリエンテーション 

（横浜商業高等学校別科） 

Pre-departure orientation 

(Toride dai-ichi SHS) 

Pre-departure orientation 

(Yokohama Commercial SHS Bekka) 

11/12 カンボジア教育・青少年・スポーツ省

表敬訪問 

11/12 カンボジア教育・青少年・スポーツ省

表敬訪問 

Courtesy Call at Ministry of Education, 

Youth and Sports in Cambodia 

Courtesy Call at Ministry of Education, 

Youth and Sports in Cambodia 

 
11/12 在カンボジア日本国大使館表敬訪問 

Courtesy Call at Embassy of Japan in Cambodia 
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11/12 市内視察：国立博物館見学 11/12 市内視察：トゥール・スレン博物館見学

Visit to National Museum of Cambodia Visit to Tuol Sleng Genocide Museum 

11/12 市内視察：独立記念塔 

（取手第一高等学校） 

11/12 市内視察：独立記念塔 

（横浜商業高等学校別科） 

Visit to Cambodia Independence Monument 

 (Toride dai-ichi SHS) 

Visit to Cambodia Independence Monument 

(Yokohama Commercial SHS Bekka) 

11/13 学校交流：バックトゥック高校 

妖怪ダンスで交流（取手第一高等学校） 

11/13 学校交流：バックトゥック高校 

昼食交流（取手第一高等学校） 

School Exchange in Bak Touk High School/ 

Dance together (Toride dai-ichi SHS) 

School Exchange in Bak Touk High School/ 

Lunch time exchange (Toride dai-ichi SHS)
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11/13 学校交流：バックトゥック高校 

授業参加（取手第一高等学校） 

11/13 学校交流：バックトゥック高校 

記念写真（取手第一高等学校） 

Student Exchange in Bak Touk High School/ 

Class observation (Toride dai-ichi SHS) 

Student Exchange in Bak Touk High School 

(Toride dai-ichi SHS) 

11/13 学校交流：プリシソワス高校 

校内ツアー（横浜商業高等学校別科） 

11/13 学校交流：プリシソワス高校 

日本文化の発表（横浜商業高等学校別科） 

School Exchange in Preah Sisowath High School/ 

Campus tour (Yokohama Shogyo SHS Bekka) 

School Exchange in Preah Sisowath High School/ 

Presentation(Yokohama Shogyo SHS Bekka) 

11/13 学校交流：プリシソワス高校 

美容技術ワインディング（横浜商業高等学校別科）

11/13 学校交流：プリシソワス高校 

記念写真（横浜商業高等学校別科） 

School Exchange in Preah Sisowath High 

School/Beauty demonstration 

 (Yokohama Shogyo SHS Bekka) 

School Exchange in Preah Sisowath High School

(Yokohama Shogyo SHS Bekka) 
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11/14 学校交流：ワットコー高校 

ハンドベル実演（取手第一高等学校） 

11/14 学校交流：ワットコー高校 

カンボジア学生と剣道実演（取手第一高等学校）

School Exchange in Wat Koh High School/ HAND 

BELL demonstration (Toride dai-ichi SHS)

Student Exchange in Wat Koh High School/ 

KENDO demonstration (Toride dai-ichi SHS)

11/14 学校交流：ワットコー高校 

ディスカッション（取手第一高等学校） 

11/14 学校交流：ワットコー高校 

記念写真（取手第一高等学校） 

School Exchange in Wat Koh High School/ 

Discussion (Toride dai-ichi SHS) 

School Exchange in Wat Koh High School 

(Toride dai-ichi SHS) 

11/14 学校交流：トルトムポン高校 

授業見学（横浜商業高等学校別科） 

11/14 学校交流：トルトムポン高校 

理美容技術の披露（横浜商業高等学校別科）

School Exchange in Toul Tom Pong High School/ 

Class observation  (Yokohama Shogyo SHS Bekka)

School Exchange in Toul Tom Pong High 

School//Beauty Demonstration 

(Yokohama Shogyo SHS Bekka) 
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11/14 学校交流：トルトムポン高校 

メイクアップ施術（横浜商業高等学校別科）

11/14 学校交流：トルトムポン高校 

記念撮影（横浜商業高等学校別科） 

Student Exchange in Toul Tom Pong High School/ 

Performing a make-up (Yokohama Shogyo SHS Bekka)

Student Exchange in Toul Tom Pong High School

(Yokohama Shogyo SHS Bekka) 

11/15 市内視察：ワットプノン 

（取手第一高等学校） 

11/15 市内視察： ワットプノン 

（横浜商業高等学校別科） 

Visit to Wat Phnom (Toride dai-ichi SHS) Visit to Wat Phnom (Yokohama Shogyo SHS Bekka)

11/15 孤児院「希望の家」訪問 

（取手第一高等学校） 

11/15 孤児院「希望の家」訪問 

（取手第一高等学校） 

Visit to an orphanage “Home of Hope Center” 

(Toride dai-ichi SHS) 

Visit to an orphanage “Home of Hope Center” 

(Toride dai-ichi SHS) 
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11/15 美容室「美・サロン」訪問 

（横浜商業高等学校別科） 

11/15 美容室「美・サロン」訪問 

（横浜商業高等学校別科） 

Visit to an beauty salon “Bi-Saloon” 

(Yokohama Shogyo SHS Bekka) 

Visit to an beauty saloon”Bi-Saloon” 

(Yokohama Shogyo SHS Bekka) 

11/15 市内視察：王宮  

（取手第一高等学校別科） 

11/15 市内視察：王宮  

（横浜商業高等学校別科） 

Visit to Royal Palace 

(Toride dai-ichi SHS) 

Visit to Royal Palace 

(Yokohama Shogyo SHS Bekka) 

11/15 市内視察： 

トルトムポン（ロシアン）マーケット 

11/15 市内視察：イオンモール視察 

Visit to Toul Tom Pong (Russian) Market Visit to AEON Mall 
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11/16 ホームビジット 

（取手第一高等学校別科） 

11/16 ホームビジット 

（横浜商業高等学校別科） 

Home Visit Program 

(Toride dai-ichi SHS) 

Home Visit Program 

(Yokohama Shogyo SHS Bekka) 

11/17 JICA の ODA サイト視察 11/17 JICA の ODA サイト視察 

JICA’s ODA site visit JICA’s ODA site visit 

11/17 ワークショップ 

（取手第一高等学校別科） 

11/17 ワークショップ 

（横浜商業高等学校別科） 

Workshop 

(Toride dai-ichi SHS) 

Workshop 

(Yokohama Shogyo SHS Bekka) 
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11/18 報告会（取手第一高等学校別科） 11/18 報告会（横浜商業高等学校別科） 

Reporting Meeting/ Presentation 

 (Toride dai-ichi SHS) 

Reporting Meeting/ Presentation 

(Yokohama Shogyo SHS Bekka) 

11/18 報告会：質疑応答 11/18 報告会：大使館 甲斐書記官の講評 

Reporting Meeting/ Q&A  Reporting Meeting/ Feedback by Mr. Kai, 

Embassy of Japan in Cambodia 

 

11/18 報告会・歓送会：記念写真（サンウエイホテル プノンペン） 

Reporting Meeting & Farewell Luncheon/ Commemorative Photo @ Sunway Hotel Phnom Penh
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７．参加者の感想（参加者の感想文より） 

茨城県立取手第一高等学校 

・今回のカンボジア訪問で 2つの高校と孤児院に行きました。1つ目のバックトゥック高校は英

語がとても上手にできる学校でした。2つ目のワットコーはバックトゥックより英語が上手では

ないけれど親しみやすい高校でした。孤児院はとてもさびしい場所でしたが、子供が元気いっぱ

いでした。このように 3つのバラバラな環境の場所でしたが、共通していることがあります。そ

れはどの子も笑顔にあふれていることです。目が合うと笑ってくれて手をふってくれます。頭が

良い学校に通っている生徒も学校に行っていない子も、日本人にとても優しくしてくれました。

ガイドさんは「日本人が大好き」と言って下さり、とてもうれしく涙があふれてきました。 

私は日本に帰国後、このカンボジアの人の笑顔とどれほど日本が愛されているかを伝えていき

たいです。そして日本の人にカンボジアを好きになってもらい、より良いきずなを作りたいです。

また、良いことだけを伝えるのではなく、ポル・ポト時代のカンボジアが今でも深い傷になって

いること、マーケットには手足のない人が物ごいをしていること、老後の不安、貧富の差などの

社会問題も知ってもらい、「高校生でもできる国際交流・ボランティア」や「高校生だからでき

ること」を全員で探していきたいです。そして最後には、カンボジアは行って損は絶対しない、

新しい自分の発見や考え方を見つけることができる国だということを伝えたいです。 

・私が最も印象に残ったことは、学校交流で予想していたことがいくつも違っていたことです。

例えば、私は日本のアニメを紹介しました。あまりアニメを知らないと思っていましたが、私が

紹介したアニメをだいたい知っていました。さらに日本の最新のアニメが人気だということに驚

きました。最新のアニメが人気なのは、学生の多くが日本の学生と同じようにスマートフォンや

タブレットをもっているためです。そのため情報を手に入れることができるのだと思いました。

日本の学生とは違うと思っていましたが、最新のアニメが人気でスマホやタブレットを持ってい

る、まるで日本の学生と同じだと思い驚きました。 

勉強面に関しては、カンボジアの生徒は本当に真剣でした。英語を当たり前のように話してい

たり、クーラーのない暑い部屋にも関わらず一生懸命勉強をしている生徒たちがいました。勉強

はみんな嫌いなものだと思っていましたが、学校や「希望の家」で話を聞いたところ、みな明確

な夢や目標を持っており、そのために一生懸命勉強をしているのだと思いました。 

カンボジアでは人材育成に力を入れているとの話を聞きましたが、交流を通して実感し、そし

て本当にこの国は良くなると思いました。このように、自分の予想とは違うことに気づくことや、

情報を本当の意味で理解するためには、実際に交流や体験をすることが大切だと思いました。日

本に戻って、交流の中で気づいたことや自分の世界が広がることの素晴らしさを伝えたいです。

日本の人達に海外へ行きたいと思ってもらい、交流でいろいろなことを学んでほしいです。 

・今回の訪問を通じてたくさんのことを学び、感じることができました。特に強く思ったのは、

もっと英語を勉強したいということです。ホームビジットの際、「どのくらい英語を勉強してい

るの？」と聞かれました。この時、私はもう何年も学校で英語を勉強しているのに英語を習得で

きていないということをはずかしく思い、日本よりも学習環境が整っていない中で学ぶことに喜

びを感じているカンボジアの若者たちの姿を見て、今日本が行っている支援をこれからも続けて、

カンボジアの人々が学びやすい環境をもっと作っていけるよう、学ぶことに真剣なカンボジアの
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若者たちのことを社会に伝えたいと思いました。 

もっとも印象に残ったことは 2度の学校訪問です。英語で司会進行をし、自分の言ったことが

伝わっていると実感できたときは本当に嬉しかったです。ようかい体操を踊っているとき、あま

りやる気がない子に目を向けて、お互いに笑顔で目を合わせるとなんだか嬉しそうに踊りに参加

してくれました。どの子たちも私たちに敬意を持って接してくれていると感じました。日本人が

話す英語とカンボジアの人が話す英語の発音が違うことや、想像よりも発展していたこと、

iPhone をほとんどの人が持っていることに強く衝撃を受けました。 

これらのカンボジア訪問で学んだたくさんのことを、学校の集会などで高校のみなに伝えるだ

けでなく、カンボジアの人々と SNS などを通して最新の情報を共有し、異国の文化と交流できる

このような良い機会が続いていくことにつなげたいと思います。 

 

横浜商業高等学校別科（理容科・美容科） 

・今回のこのカンボジアへの派遣は、私にとってとても実になるものでした。行く前に思ってい

たカンボジアのイメージと実際に行って目にしたカンボジアは全然違っていました。カンボジア

で出会った多くの方々は皆優しく、いつも笑顔で眩しかったです。初めて会う私まで幸せな気持

ちになりました。強く印象に残っているのは、全然英語が出来ない私に、最初は少し困った顔を

してすぐ他の子のところに行ってしまった女の子が、私が技術を施してあげた後に満面の笑みで

何度も「ありがとう、ありがとう」と繰り返して、たくさん写真を撮ってくれたことです。私は

自分たちの目標である「カワイイ文化」を伝えるということをちょっと達成できた気がしたのと、

自分の技術でこんなに喜んでもらえるのだと、ちょっと自信と誇りが持てました。 

 そして、これから日本に戻ってきて伝えていきたいことは、まずカンボジアには良いところが

たくさんあったということです。きっと私がカンボジアに行く前に思っていたようなイメージを

持っている人が周りにもたくさんいると思うので、それは違っていて、とても良いところがたく

さんあるということを、多くの人に知ってほしいです。そして、良いところがたくさんあるのに、

経済面や衛生面などでまだまだ支援が必要な部分があるということを伝え、カンボジアと日本が

もっともっと支え合って、互いに良い環境にしていけたらと思います。 

 今回の派遣は本当に私にとって大きなものでした。十日間だけでしたが、行く前より成長でき

ました。今後、美容師になった時に役に立つと思います。ありがとうございました。 

・現地の方々は本当に優しく温かく出迎えてくれました。いつも笑顔で明るく、貧しさを感じら

れないぐらいでした。とてもフレンドリーでよく話しかけてくれて、連絡先の交換もしました。 

あまり環境が整っていないにもかかわらず、みな一生懸命勉強をしていて、向上心の高さを感

じました。英語をほとんどの学生が話せてすごいと思いました。今の自分の環境は不自由がなく

生活ができ、勉強をする環境は整っているのに、たまにだらける自分が情けないととても感じま

した。見習わないといけないところがたくさんあって自分にとってとても刺激になりました。今

のこの気持ちを忘れずに、カンボジアで学んだこと、感じたことを生かしてこれから頑張ってい

こうと思いました。 

一方、カンボジアの環境・衛生にもびっくりしました。交通量が非常に多く、バイクの四人乗

りも普通で日本じゃ考えられません。また、町のいろんなところでゴミが落ちていたり、ハエが
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たくさんいたり、改善しなければいけないところもあるのではないかと思いました。 

今回のこの JENESYS2.0 というプログラムに参加する機会をいただけて、本当にたくさん知る

ことができ、貴重な体験ができたことをとても光栄に思います。 

本当にありがとうございました。 

・今回カンボジアを訪問して、カンボジアの人々は私たち日本人にとても良くしてくれるという

印象を受けました。どこへ行っても微笑みかけてくれ、訪問した二つの学校とも温かく迎えてく

れました。そしてホームビジット先の家族の皆さんもとても良くしてくださり、初めて会った私

たちのこと事を自分の子供たちの様に思っているとまで言ってくれました。 

昼食は下ごしらえから丁寧に準備してくれて、私たちが美味しいと言うのをとても喜んでくれま

した。 

 カンボジアはベトナム戦争やポル・ポト政権の時代に辛い思いをされ、ここまで国を建て直す

のに大変な苦労をされたと思います。トゥール・スレン博物館や日本大使館でのお話を聞いた時、

自分で調べて感じていたよりリアルにその悲惨さを思い知りました。ですが、このように悲惨な

経験をしたカンボジアに昔から寄り添ってきたのは日本なのだということも分かりました。 

今回、私がカンボジアを訪れて、数えきれない程のカンボジア人の優しさを感じました。その理

由は古くからのカンボジアと日本の交友関係にあるのだと思いました。これからもこの絆を大切

に、日本の多くの人にカンボジアの良さを知ってもらうため、私が学んだことを発信し続けたい

と思います。 

 


